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【緒言】電気化学的に有効な表面積の拡大を目的とし、Polydopamine被覆 α-MnO2ナノ

粒子から、ハニカム構造膜を構築し、高性能なキャパシタ電極の開発を目的とする。 
近年、環境汚染や資源枯渇の観点から再生可能エネルギーへの関心が高まってい

る。一方で、再生可能エネルギーは、時間帯・天候により安定した電力供給が不可能

であり、発電直後に電力消費が必須といった課題がある。従って、効率的なエネルギ

ーの貯蔵及び電力の負荷平準化には、高速充放電が可能で、長寿命な蓄電デバイスの

開発が急務となっている。そこで、高パワー密度、高い安全性、長寿命等といった利

点を有するキャパシタに注目した。本研究の電極構造であるハニカム構造膜は、疎水

性有機溶媒から作製できる。通常、無機ナノ粒子は、表面エネルギーの高さから有機

溶媒中への分散が困難である。そこで本研究では、高い擬似容量を示す α-MnO2ナノ

粒子へ、様々な物質への接着、二次修飾が可能な polydopamineを被覆した。更に、ア
ルカンチオールの被覆により疎水化し、分散液を作製した[1]。次に、Breath Figure法に
て、ハニカム構造膜を作製し、高性能なキャパシタ電極の開発を行った[2]。 
【実験手順】α-MnO2ナノ粒子へ無機材料表面へ接着特性のあるドーパミンを被覆する。更

に、アルカンチオールを被覆する事で、α-
MnO2ナノ粒子表面の疎水化を行った。作製

したハイブリッド α-MnO2 ナノ粒子に

Chloroform を加え、分散液を作製した。作
製した分散液を高湿度条件下で FTO基板に
キャストし、乾燥後、500℃で焼成すること
で、ハイブリッド α-MnO2ナノ粒子からなる

ハニカム構造膜を作製した。 
【結果】図 1 のサイクリックボルタモグラ
ムより、PDA 被覆 α-MnO2ナノ粒子ハニカ

ム構造膜は、構造制御無しと比較し、4倍の
容量向上を確認した。このことから、ハニ

カム構造膜のキャパシタ電極としての優位

性を明らかにした。 
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図 1. α-MnO2@PDAナノ粒子のハニカム構造膜 
及び未構造制御電極のサイクリックボルタモグラム 
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